
秋は、キノコによる食中毒が最も多く発生する季節です。
全国的には９～11月に集中してキノコによる食中毒が発生
しています。
食用キノコと毒キノコの見分けは大変難しく、素人判断は

とても危険です。キノコの食中毒の原因は、野生の毒キノコを
食用と誤って食べたことがほとんどです。

安全に食べられるかどうか判断に迷う
ものは食べないようにしましょう。
また、他の人からもらったキノコに

毒キノコが混じっていて食中毒になった
例もあります。
判断に迷うものは人にあげない、

人からもらったものも不安な時は
食べないようにしましょう。
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カエンタケは、触るだけでも炎症を起こし、
食べると死亡する場合もあります。

？



食べられるキノコを見分けるには、キノコの形態的特徴を
正しく知っておく必要があり、素人判断は大変危険です!!

本当は 毒キノコにも縦にさけるものがあります。
(クサウラベニタケ、カキシメジなど)

本当は 地味な色の毒キノコ(ドクササコなど)も、
派手な色の食べられるキノコ(真っ赤なタマゴダケ
など)もあります。

本当は 虫やナメクジは、毒のあるドクツルタケも平気で
食べます。

本当は ナスと一緒に煮ても毒は消えません。

本当は ほとんどの毒キノコでは効果がありません。



間違えやすい
毒キノコ 食用キノコの例

クサウラベニタケ ウスラベニホテイシメジなど

ツキヨタケ ムキタケ ヒラタケ シイタケなど

ニガリクリタケ クリタケなど
資料
「毒キノコによる食中毒に注意しましょう」(厚生労働省)をもとに作成

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/kinoko/index.html
「自然毒のリスクファイル」(厚生労働省)をもとに作成

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/poison/index.html

ツキヨタケ ニセショウロ
主な症状：食後30分から数時
間でおう吐、下痢、腹痛、
まれに幻覚、けいれん
特徴：柄を縦に割るとカサの
付け根に黒いシミがある。
暗いところでは、カサ
の裏側が蛍光色に光る

主な症状：食後30分から数時
間でおう吐、下痢、腹痛
特徴：黄土色から褐色で球形、
断面は黒色、柄はほとんどな
い

キノコの部位名称 ニセショウロの断面
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